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報道関係者各位 

発行 No.69044 

2021 年 6 月 10 日 

株式会社東陽テクニカ 
     

第2回膝周囲骨切り術オンラインセミナー 

「はじめてでも安全にできる OWDTO」7 月 11日開催 

『内側開大式粗面下脛骨骨切り術』を最前線で活躍する整形外科医が講演 

株式会社東陽テクニカ(本社：東京都中央区、代表取締役社長：高野
こ う の

 俊也
と し や

、以下 東陽テクニカ)は、第

2 回膝周囲骨切り術オンラインセミナー「はじめてでも安全にできる OWDTO※１」を 7 月 11 日(日)に医療従事

者の方を対象に無料で開催いたします。 

※１ OWDTO：Open Wedge Distal Tuberosity Osteotomy(内側開大式粗面下脛骨骨切り術) 

膝周囲骨切り術オンラインセミナーは、整形外科領域において症例数が増加している膝周囲骨切り術について、

最前線で活躍している先生を講師に招き、最新情報を提供しています。第 1 回は多くの医療従事者の方に聴

講いただきました。 

第 2 回となる本セミナーは、『藤枝市立総合病院』整形外科の阿部 雅志先生にご講演いただきます。人工

関節置換術や関節鏡手術など、さまざまな膝治療に携わる阿部先生の豊富な経験を交えながら膝周囲骨切り

術や術前計画についてご説明いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「膝周囲骨切り術」について 

高齢化が進む日本において、変形性膝関節症という膝の病気を持つ患者が年々増加しています。変形性膝

関節症は、膝の関節にある軟骨がすり減ることにより痛みが発生する病気であり、40 歳以上の有病者数は

2,500 万人に達すると言われています。膝周囲骨切り術は変形性膝関節症に対する手術方式の一つであり、

患者の元の関節を温存するのがこの術式の大きな特長です。術後の高い活動性が注目され、近年飛躍的に症

例数が増加しています。内側開大式粗面下脛骨骨切り術も膝周囲骨切り術の一つです。膝周囲骨切り術は

患者の膝関節の変形の状態によって骨の切り方が異なるため、良好な術後成績を得るためには、正確な術前

計画が必要です。 
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セミナー概要 

 

○講演内容： 「はじめてでも安全にできる OWDTO(内側開大式粗面下脛骨骨切り術)」 

○講 師： 藤枝市立総合病院 整形外科 第二診療部長 阿部 雅志 先生 

○日 時： 2021 年 7 月 11 日(日)14:00～15:10 

○開催方法： オンライン(Zoom) 

○定 員： 100 名(対象：医療従事者) 

○参加費用： 無料(事前申込制) 

○詳細およびお申し込み Web サイト： 

https://www.toyo.co.jp/medical/seminar/medicad202107 

   

 

＜株式会社東陽テクニカについて＞ 

東陽テクニカは 1953 年の創立以来、世界最先端の計測機器の輸入販売を行ってきました。現在の事業分

野は、情報通信、自動車、エネルギー、EMC(電磁環境両立性)、海洋、ソフトウェア開発、ライフサイエンスなど

多岐にわたり、独自の計測技術を搭載した自社製品の開発にも力を入れ、国内外へ事業を拡大しています。 

「“はかる”技術で未来を創る」のスローガンのもと、5G(第 5 世代移動通信システム)の普及や自動運転車開

発なども支える最新ソリューションを提供することで、安全で環境にやさしい社会づくりと産業界の発展に貢献して

まいります。 

株式会社東陽テクニカ Web サイト：https://www.toyo.co.jp/ 

 

★ 本件に関するお問い合わせ先 ★ 
 

株式会社東陽テクニカ 経営企画部マーケティング課 武田 恵生(たけだ えみ) 

TEL：03-3279-0771(代表) / 070-7789E-mail：marketing_pr@toyo.co.jp 
 

※本ニュースリリースに記載されている内容は、発表日現在の情報です。製品情報、サービス内容、お問い合わせ先など、予告なく変
更する可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

※記載されている会社名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 
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